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第一回 日本ライオンズYCE委員会

334複合地区YCE委員会からの上程議案



2021-2022 日本ライオンズYCE委員会
334複合地区YCE委員会からの上程議案

１）2022年春期・夏期交換について

２）日本ライオンズYCE委員会 会議開催日程について

３）日本ライオンズYCE海外交渉通信窓口システム
●YCE海外交渉通信窓口の役割の確認

４）ユニフォーム・頒布品について

５）アプリケーションフォームについて
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2021-2022 日本ライオンズYCE委員会
開催日程について

⚫毎月の開催を提案したい

➢ 334YCE業務について今年度中に理解を得たい

➢ 2022年以降、交換を再開した場合のYCE活動計画案
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日本ライオンズ YCE海外交渉通信窓口システム
・通信担当窓口の役割の確認

⚫ 担当国と交渉・確認を行い、日本ライオンズYCE委員会へ情報
を持ち寄り、各種調整・決定を行う

➢ 各複合地区は担当する海外交渉通信窓口を定め、次年度の
交換およびユースキャンプ条件(交換数およびユースキャン
プ情報)を窓口国と通信し、交換数について契約を結ぶ

➢ 窓口国と契約した交換数およびユースキャンプ条件を日本
ライオンズYCE委員会に提示し、日本国内の調整を行う

➢ 派遣・来日の調整

➢ トラブルが発生した場合は担当MDが窓口となり対象国YCE
委員会と折衝する

➢ その他



日本ライオンズ YCE海外交渉通信窓口システム
・2019-2020年度YCE海外交渉通信窓口国(2016-17-18-19)

⚫ 330：MD4・タイ・ハワイ・モンゴル・香港
⚫ 331：
⚫ 332：コロラド・テキサス・オクラホマ・カンボジア
⚫ 333：MD5・メキシコ・ブラジル・インド・ポーランド・ハンガリー・

アーカンソー・ミズーリ・ネブラスカ・ユタ・サウスカロナイナ・ユタ・アルゼンチン・フィリピン・ネパール

⚫ 334：フランス・ドイツ・オーストリア・イギリス・スイス・デンマーク・
ノルウェー・スウェーデン・フィンランド・アイスランド・オランダ・
ベルギー・イタリア・ギリシャ＆キプロス・スペイン・ロシア・
エストニア・チェコ＆スロバキア・スロベニア・クロアチア・
ポルトガル・アイルランド・ルーマニア・ウクライナ・モルドバ・
マケドニア・セルビア・トルコ・イスラエル・ルクセンブルク

⚫ 335：オーストラリア・ニュージーランド・マレーシア・ミシガン・
アルバータ・ペルー・オレゴン・MD19・オンタリオ・インドネシア・
アイオワ・イリノイ・アリゾナ・コネチカット・フロリダ・アイダホ・インディアナ・ケンタッキー・モンタナ・
メリーランド・ノースカロライナ・ニューヨーク・ペンシルバニア・テネシー・バーモント・バージニア・
アラバマ・マニトバ・ノバスコシア・ケベック・ユーコン・カルバリー・ノースウエストテリトリー・韓国

⚫ 336：台湾・マサチューセッツ
⚫ 337：ミネソタ・ウエストバージニア・ウイスコンシン・

シンガポール・東マレーシア・カンザス

※黒字：交換
※青字：派遣のみ
※橙字：来日のみ
※緑斜字：過去3年間交換が無い国・地域
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• 過去3年間窓口対象国(地区・地域) (2016-17-18-19)

330330
MD330窓口4ヵ国
MD4・タイ・ハワイ・モンゴル

MD334窓口29ヵ国(31ヵ国)
フランス・ドイツ・オーストリア・イギリス・スイス・デンマーク・
ノルウェー・スウェーデン・フィンランド・アイスランド・
オランダ・ベルギー・イタリア・ギリシャ＆キプロス・スペイン・
ロシア・エストニア・チェコ＆スロバキア・スロベニア・
クロアチア・ポルトガル・アイルランド・ルーマニア・ウクライナ・
モルドバ・マケドニア・セルビア・トルコ・イスラエル

MD335窓口10ヵ国
オーストラリア・ニュージーランド・マレーシア・
ミシガン・アルバータ・ペルー・
オレゴン・MD19・オンタリオ・インドネシア

MD332窓口2ヵ国
コロラド・テキサス

MD336窓口2ヵ国
台湾・マサチューセッツ

MD337窓6ヵ国
ミネソタ・ウエストバージア・ウィスコンシン・
シンガポール・東マレーシア・カンサス

MD333窓口6ヵ国
MD5・メキシコ・
ブラジル・インド・ポーランド・ハンガリー

MD331窓口0ヵ国

窓口MD無いが…
ラトビア・ジョージア・リトアニア・ベラルーシ

※黒字＝交換
青字＝派遣のみ
橙色＝来日のみ



日本ライオンズ YCE海外交渉通信窓口システム
MD334の方向性

⚫ YCE業務担当事務局員の定年
➢ 当該事務局員の雇用延長は未定

⚫ YCE委員会で通信業務を担当する（事務局員に頼らない）
➢ MD334のYCE委員は7人（正副委員長+5準地区委員長）

⚫ YCE海外交渉通信窓口国は30ヵ国（32ヵ国）
➢ ルクセンブルクを除く29ヵ国とアクティブに通信・交渉

⚫ YCE業務に長けた事務局員不在で29ヵ国との通信業務は困難
➢ 29ヵ国▶3ヵ国であれば通信業務が可能

⚫ 3ヵ国へ減少させることのデメリット
➢ ヨーロッパとの交換数の減少による日本全体の交換数の減
少
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出所： 12

全日本レベル交換 コーディネート交換数（2018-2019年度）
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出所： 13

• 全日本レベル交換数（2018-2019年度）

19

8 9
14

67

35

15

40

28

7 7

31

56

46

24

34

0

10

20

30

40

50

60

70

80

MD330 MD331 MD332 MD333 MD334 MD335 MD336 MD337

MD別 交換数

派遣

来日



出所： 14

全日本レベル交換 欧州交換数（2018-2019年度）
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出所： 15

• 全日本レベル交換数 全体と欧州交換数（2018-2019年度）
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⚫ 3ヵ国へ減少させることのデメリット
➢ ヨーロッパとの交換数の減少による日本全体の交換数の減
少

✓ ヨーロッパ各国の交渉通信窓口になっていただく

✓ 334が担当する国以外は各MDが各々交換の通信をする
• LCIのディレクトリに窓口MDのe-mailアドレス及び
キャンプ情報を掲示する

✓ 2019-2020年度まで交換している国(地域)との交換数を
増やす

✓ 2019-2020年度以前3年間に交換の無い国(地域)との交
渉を再開し、日本全体の交換数を増やす

✓ その他
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